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１．目的 

福島第一原子力発電所の事故を受け、原子炉内の計装系の強化が求められており、格納容器内

の放射線モニタにおいても、過酷環境（積算線量:5MGy、温度:230℃）への対応が要求されている。

そこで我々は耐環境性に優れたダイヤモンド半導体を使用し、更に従来検出器では困難であった

核種弁別の実現を目指して積層ダイヤモンド放射線検出器を試作した。本発表では、試作積層ダ

イヤモンド放射線検出器の基礎特性（耐環境性、核種弁別性能等）の評価結果について報告する。 

２．方法及び結果 

使用したダイヤモンド半導体は北大のプラズマ CVD（Chemical Vapor Deposition）装置で合成

されたもので、基板結晶温度やガスの流量、圧力等を調整し不純物や格子欠陥がほぼ存在しない

高純度ダイヤモンドを形成した。本ダイヤモンド素子厚は約 70µm であり、核種弁別には素子厚

を 300µm 程度以上にする必要があるので、本素子を 4 枚積層した積層検出器（図１）を試作した。 

Cs-137 及び Co-60 点線源を用いて、試作積層ダイヤモンド放射線検出器の波高値スペクトルを

測定した結果を図２に示す。0.5MeV（700ch）近辺のコンプトンエッジ及びコンプトンエッジよ

りも高エネルギー側のカウントにより Cs-137 と Co-60 の有無の判定（2 核種の簡易核種弁別）が

可能なことを確認した。更に、耐環境性評価のために、Co-60 線源による照射試験及び恒温槽に

よる耐熱試験を実施し、積算線量 5.2MGy 及び最大 230℃まで正常動作することを確認した。 
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図２．簡易核種弁別試験結果(波高値ｽﾍﾟｸﾄﾙ)図１．積層ダイヤモンド検出器
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